
（平成２６年４月１６日） 東日本大震災山梨県対策本部 
件

名 
県産農産物の放射性物質検査実施計画（第１期）について  

内 

 

 

 

容 

 

１ 基本的な考え方 

（１）出荷される主要な農産物等を対象とし、生産量等を踏まえて検査品目を選定する。 

（２）農産物については、平成２５年度まで全ての品目で不検出であったことから、生

産状況、地域性を考慮しながら、原則として各品目毎に主要な１～２産地からサ

ンプルを採取する。 

（３）米については、国の示す「摂取量上位品目」であることを勘案し、各JA単位で収

穫時期の早い地域を対象に検査を行う。 

（４）牛肉については、肥育農家の全戸検査が終了しているので、食肉市場の自主検査

に委ねる。また、原乳については、生産団体と地理的条件を考慮した合乳等を検

査する。 

（５）水産物については、過去の検査成績を考慮して、代表的な湖の漁場において解禁

状況等を勘案し、天然魚の検査を行う。 

（６）飼料用稲わら・トウモロコシ、牧草については、生産量と地位的条件を考慮し検

査を行う。 

（７）検査の結果は、県ホームページ等で随時公表する。 

（８）検査の結果、厚生労働省が定める基準値を超えた場合、県は出荷団体等に対し当

該品目の出荷の自粛を要請する。 

 

２ 検査対象 

 

 分類 品目 産地 検査日 

 

１ 

 

 

野菜類 

 

 

カリフラワー 

 

 

ＪＡ甲府市 

 

 

４月２３日 

 

 

 

３ サンプル採取地点の選定等 

（１）品目毎のサンプル採取地点の選定については、当該対象品目の主産地である市町

村・ほ場を選定する。（選定に当たってはＪＡ等と協議） 

（２）サンプルの採取に当たっては、県が当該産地のＪＡ、漁協等の協力を得て行う。 

（３）原乳については、各集乳コースから、生産者団体・ＪＡ等の協力を得てサンプル

を採取する。 

 

４ 分析機関    

      山梨県衛生環境研究所 

問い合わせ先 農政部農業技術課    055-223-1616  

 


